
入門教材「ふるさとのたからもの」と探究教材「ふるさとのふしぎ」の活用 

(別府市教育委員会と全ての別府市立幼稚園・小中学校、県立図書館に置く) 

 

⒈別府市教育委員会、全別府市立幼稚園・小学校・中学校 
①寄 贈 
地域学(別府学)の補助教材として、学校教育や生涯教育、地域創生に活用していただきたい

と考え、入門教材「ふるさとのたからもの」と、探究教材「ふるさとのふしぎ」を、別府市に
それぞれ１００冊寄贈した。 
別府市教育委員会は、それを受け、別府市教育委員会と全市立幼稚園、全市立小中学校の図

書館に、それぞれ３冊置いた。 
 

寄贈式 2022年 3月 23日(水曜日)14：00～14：15 
場 所 別府市役所 ５階 教育委員会室 
出席者「地域の色・自分の色」研究会  

代 表 照山 龍治 
事務局 塩月 孝子 

別府市教育委員会 
寺岡教育長 
柏木教育部長 
北村学校教育課長 
松丸課参事 

 
 
 
 
 
 
 
 
②各幼稚園と各小中学校にアンケート調査依頼 

市教育委員会の協力のもと、活用に向けて、アンケート調査を実施した。 
 

市教育委員会学校教育課と２１校・園から回答 
１．「色」という視点から自然や歴史を捉え直すことは、ふるさと学習に有効か 

→全て、「有効」「少し有効」と回答 
２．授業で活用できそうか 

→全て「出来そう」「少しできそう」と回答 
３．学校・家庭・地域の連携に活用できるか 

→２校の「あまりできそうにない」以外は、全て「出来そう」「少しできそう」と回答 
 

⒉県立図書館 
県立図書館司書から、入門教材「ふるさとのたからもの」、探究教材「ふるさとのふしぎ」、実践記録 
「ふるさとのいろあそび」の寄付を依頼された。 
それを受け、各３冊(閲覧用１冊、所蔵庫に２冊)を寄付した。 
その後、寄贈に対する館長からの礼状をもらった。 


